
936 80巻11号　2021年11月

Vol.80  No.11  2021 November

0938

0943

0947

0950

0954

0960

0965

0970

0976

0980

0985

◉総論

病院経営における資金の重要性　松本 庄平

◉病院に入るお金の最大化

医療機関のための補助金や融資
　新型コロナウイルス感染症対策への支援を中心に　前田 由美子
病院における寄附の活用法　星 北斗
病院の資金調達手法　融資（ファイナンス）・リース・ファクタリング　岡安 保雄
医療法人債，社会医療法人債，ファンドおよび
　ヘルスケア REITの活用　長谷川 英司
キャッシュレス化の現状と病院への導入の課題　熊田 健一
未収金管理　発生予防から入院保証金制限への対応，法的回収まで　棚瀬 慎治
医療現場におけるクラウドファンディングの活用法　金久保 智哉

◉病院から出ていくお金の最小化

病院の設備投資の最適化　関 丈太郎
病院経営にとっての適正な納税　青木 惠一
医療法人の経営に資する会計監査の受け方　石尾 肇
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BOOK Review
『医療の価値と価格　決定と説明の時代へ』［評者］安藤 高夫
『薬剤師レジデントマニュアル　第3版』［評者］筒井 由佳
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病院経営を行っていく上で，お金の話は避けて通れない．「勘定合って銭足らず」と言われるように，利益が出ていても，
資金が不足することは十分にあり得る．病院経営においては，建物や設備投資に資金が転化されており，純資産が手
厚くても資金が少ない場合もある．しかし，資金がないと一時も病院の経営は成り立たず，地域住民の安全安心を守
れない．より良い医療を提供するためにも，安定した経営基盤が不可欠であり，資金の充実が必要である．入る資金
の最大化を図り，出ていく資金の最小化を図ることにより，資金を手厚くすることが，不確実性の高い時代の病院経
営には求められる．本特集では，いかに資金を残すかについて各論点から論考する． ［企画・川原 丈貴］
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0923 中村康彦
　　川原丈貴病院とお金の深い関係

アーキテクチャー×マネジメント［82］
虎の門病院　永井 豊彦

これからの病院経営の考え方［6］
曜日ごとの病床稼働率から考える病院マネジメント　小松本 悟

医療機関で起きる法的トラブルへの対処法［7］
ハラスメント対応
パワーハラスメントの例をもとに　長谷川 葵・堀田 克明

事例と財務から読み解く地域に根差した中小病院の経営［30］
社会医療法人ささき会 藍の都脳神経外科病院
脳卒中治療を軸とした医療・介護の垂直統合を実現する病院　深澤 宏一
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